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【２】

て
を
一
階
で
済
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
る
ワ

ン
フ
ロ
ア
ー
化
を
実
現
し
ま
し
た
。

二
階
は
入
院
病
棟
や
手
術
室
と
な
り
、

病
床
数
は
一
般
六
十
床
（
現
在
一
般
五
十

二
床
・
結
核
十
床
）。
結
核
十
床
が
削
減

さ
れ
ま
し
た
が
、
一
般
が
八
床
増
え
て
い

ま
す
。
病
室
は
四
床
室
が
中
心
で
、
一
床

当
た
り
の
床
面
積
は
従
来
の
三
十
八
・
七

平
方
�
か
ら
一
・
八
倍
の
六
十
九
・
三
平

方
�
と
ゆ
っ
た
り
し
た
空
間
を
確
保
。
ま

た
、
ほ
と
ん
ど
の
病
室
に
冷
暖
房
、
ト
イ

レ
、
洗
面
所
が
設
置
さ
れ
、
入
院
さ
れ
る

新
山
田
病
院
は
、
三
陸
縦
貫
自
動
車
道

山
田
道
路
の
北
側
入
り
口
付
近
に
位
置
し
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
二
階
建
て
で
、

外
観
と
内
装
は
白
を
基
調
と
し
た
温
か
み

の
あ
る
建
物
。
院
内
に
は
光
庭
が
設
け
ら

れ
、
明
る
く
開
放
的
な
雰
囲
気
に
な
っ
て

い
ま
す
。
敷
地
面
積
は
九
千
八
百
七
十
三

平
方
�（
現
在
五
千
四
百
五
十
一
平
方
�
）

と
、
現
山
田
病
院
の
お
よ
そ
二
倍
と
な
り
、

駐
車
ス
ペ
ー
ス
も
百
十
台
（
現
五
十
一
台
）

と
十
分
に
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

診
療
科
は
内
科
、
外
科
、
整
形
外
科
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
、
小
児
科
、
眼

科
、
耳
鼻
い
ん
こ
う
科
の
七
科
と
、
こ
れ

ま
で
ど
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
階
に
は
総
合
受
付
、
内
科
、
整
形
外

科
な
ど
の
各
診
療
科
や
各
種
検
査
室
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
外
来
で
来
ら
れ
た
場
合
は

受
付
か
ら
診
察
、
検
査
、
会
計
ま
で
す
べ

光
庭
を
用
い
明
る
く

開
放
的
な
雰
囲
気
に

県
立
山
田
病
院
が
柳
沢
地
区
に
移
転
し
、
十

一
月
一
日
か
ら
開
院
し
ま
す
。
同
院
は
昭
和
十

八
年
に
開
院
以
来
、
町
の
医
療
の
中
核
を
担
い

町
民
の
健
康
を
支
え
続
け
て
き
ま
し
た
。
昭
和

四
十
年
の
全
面
改
築
以
来
四
十
一
年
ぶ
り
に
新

し
く
生
ま
れ
変
わ
り
、
地
域
医
療
の
さ
ら
な
る

充
実
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
山
田
病
院
。

こ
こ
で
は
、
新
病
院
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

◆新病院と現病院の施設概要

診　療　科 現行どおり
7科（内科、外科、整形外科、
リハビリテーション科、小児
科、眼科、耳鼻いんこう科）

病　床　数 １病棟　60床
（一般60床）

１病棟　62床
（一般52床　結核10床）

延面積

構　造

4,155.84㎡
（１床当たり69.3㎡）

5,218.6㎡
（１床当たり38.7㎡）

建物
鉄筋コンクリート造2階建鉄筋コンクリート造3階建

所在地

面　積 9,872.58㎡
（来客用駐車場110台）

5,450.94㎡
（来客用駐車場51台）

敷地
山田町山田5－66－1山田町八幡町12－9

区　　　分 新　　病　　院現　　病　　院

【３】

患
者
さ
ん
に
と
っ
て
快
適
な
環
境
が
整
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

新
病
院
で
は
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
機
器

に
最
新
鋭
の
Ｃ
Ｒ
・
フ
ィ
ル
ム
レ
ス
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
、
撮
影
画
像
が
デ
ジ
タ
ル

化
さ
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
撮
影
時

間
が
大
幅
に
短
縮
。
診
療
の
効
率
化
、
患

者
さ
ん
の
負
担
の
軽
減
が
図
ら
れ
ま
す
。

今
後
は
宮
古
病
院
へ
搬
送
す
る
際
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
画
像
転
送
シ
ス

テ
ム
の
構
築
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
宮
古

病
院
と
の
救
急
連
携
が
強
化
さ
れ
ま
す
。

◇
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

四
十
一
年
ぶ
り
に
新
し
く
な
る
山
田
病

院
は
、
最
新
鋭
の
医
療
機
器
の
導
入
な
ど

に
よ
り
、
高
度
な
医
療
を
提
供
す
る
と
と

も
に
、
地
域
医
療
の
中
核
を
担
う
総
合
病

院
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
き
ま
す
。

最
新
鋭
の
シ
ス
テ
ム
で

宮
古
病
院
と
連
携
強
化

小児科 整形外科 外科 中央 
処置室 

内科 
病院入口 

事務局 

調剤室 

眼科 

内視鏡室 

CT 
検査室 

一般Ｘ線 
撮影室 

Ｘ線 
テレビ室 

耳鼻 
いんこう科 

待合廊下 

女子WC

男子WC

総合受付 

電話 

売店 

医療 
相談室 

エコー室 

多目的 
WC

エレベーター 

救急車 
入口 

救
急
室 

機能回復訓練室 

臨床検査室 

外来待合ホール 

夫もわたしも山田病院のお世話になって
います。やはり年をとると体のあちこちが
痛くなって、大変だとつくづく思います。
新しい山田病院は家からちょっと遠く

なってしまうのが残念ですが、設備も立派
になるようなのでとても良いことだと思い
ます。高齢者が宮古病院まで通うのはとて

も大変なので、宮古まで通わなくても済むよう、新山田病院がさら
に良いものになることを願っています。

宮古まで通わなくても
済むよう医療の充実を

県立山田病院の移転に伴う作業の
ため、次のとおり休診となります。
また、31日には入院患者の移送作
業のため、救急車がサイレンを鳴ら
して病院間を頻繁に通行しますので、
ご理解とご協力をお願いいたします。
◆休診日程
10月30日…外来診療
10月31日…外来診療、救急（午

前８時～午後５時）
◆患者移送作業
�期日　10月31日（火）
�時間　午前９時～11時

新病院を一般公開
開院に先立ち、新病院を一般公開

します。見学希望の方は時間までに
新病院玄関前にお越しください。
�日時　10月29日（日）

午前９時半～
◆問い合わせ　県立山田病院事務局
（�82－2111）へどうぞ。

◆新山田病院の�階平面図

貫洞ケサノさん
（長崎・76歳）



自 主 財 源 
21

存 

依 

財 
源 
78 4

町税 
10億9,902万円 

15.4％ 

　　分担金・ 
負担金など 
4億4,191万円 

6.2％ 

地方交付税 
32億3,343万円 

45.3％ 

町債 
9億 
2,200万円 
　　12.9％ 

県支出金 
4億 
4,770万円 
　　6.3％ 

国庫支出金 
5億7,690万円 

8.1％ 

地方譲与税 
　　　など 
  4億 
   1,178万円 
　   5.8％ 

歳入総額 
 

・ 

・ 

6
％ 

％ 

71億 
3,274万円 

【４】

平成１７年度町一般会計

平
成
十
七
年
度
の
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
決

算
が
、
九
月
五
日
か
ら
十
三
日
ま
で
開
催
さ
れ
た

町
議
会
定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
が

納
め
た
税
金
な
ど
が
ど
の
く
ら
い
入
り
、
ど
の
よ

う
な
事
業
に
使
わ
れ
た
の
か
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

決

算

人件費 24.7％ 消
費
的
経
費 

55
・
８
％ 

物件費 8.3％ 

扶助費 10.3％ 

補助費等 11.8％ 

投資的経費 
　　　　17.5％ 

公債費 14.0％ 

繰出金 11.6％ 
積立金  
　1.0％ 

投資、出資、貸付金  
　　  0.1％ 

維持補修費  
　   0.7％ 

投
資
的
経
費 

そ
の
他
26
・
７
％ 

17
・
５
％ 

図� 性質別支出の割合

民生費 
16億5,239万円 

23.6％ 

土木費 
14億2,204万円 

20.3％ 

公債費 
9億8,317万円 
14.1％ 

総務費 
9億1,680万円 
13.1％ 

農林水 
　産業費 
　3億 
　7,061万円 
　　　5.3％ 

教育費 
5億8,818万円 

8.4％ 

衛生費 
4億 
9,272万円 
          7.0％ 

消防費 
3億 
6,175万円 
     5.2％ 

災害復旧費 247万円 0.0％ 商工費 
9,820万円 1.4％ 

議会費 
1億1,000万円 1.6％ 

労働費 103万円 0.0％ 

歳出総額 
69億 
9,936万円 

歳
出
の
総
額
は
六
十
九
億
九
千
九
百

三
十
六
万
円
、
す
べ
て
の
科
目
で
前
年

度
を
下
回
り
、
全
体
と
し
て
は
一
二
・

三
％
、
総
額
九
億
七
千
八
百
七
十
一
万

円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

項
目
別
に
見
る
と
最
も
多
く
支
出
さ

れ
た
の
が
民
生
費
で
十
六
億
五
千
二
百

三
十
九
万
円
。
前
年
度
比
二
・
四
％
の

減
と
な
り
ま
し
た
。
主
な
使
い
道
と
し

て
は
社
会
福
祉
費
の
九
億
八
千
五
百
三

十
八
万
円
、
児
童
福
祉
費
の
六
億
四
千

歳
入
は
前
年
比
10
億
円
の
減

平
成
十
七
年
度
の
一
般
会
計
の
歳
入

総
額
は
七
十
一
億
三
千
二
百
七
十
四
万

円
、
前
年
度
比
一
二
・
二
％
の
減
で
し

た
。
性
質
別
に
見
る
と
、
町
が
独
自
に

確
保
で
き
る
自
主
財
源
（
町
税
・
使
用

料
・
手
数
料
な
ど
）
は
全
体
の
二
一
・

六
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
国
や

県
か
ら
配
分
さ
れ
る
お
金
や
町
債
（
町

が
資
金
調
達
の
た
め
政
府
や
銀
行
か
ら

借
り
た
お
金
）
な
ど
の
依
存
財
源
の
割

合
は
七
八
・
四
％
。
前
年
度
と
比
べ
る

と
比
率
こ
そ
変
わ
ら
な
い
も
の
の
、
総

額
で
九
億
九
千
五
百
十
九
万
円
の
減
と

な
り
ま
し
た
。

項
目
別
で
は
、
国
か
ら
の
地
方
交
付

税
が
最
も
多
く
三
十
二
億
三
千
三
百
四

十
三
万
円
で
、
歳
入
全
体
の
四
五
・

三
％
を
占
め
て
お
り
、
前
年
度
比
〇
・

二
％
の
増
と
、
五
年
ぶ
り
の
増
加
に
転

じ
ま
し
た
。

歳
出
は
す
べ
て
の
科
目
で
減

【５】

四
百
六
十
七
万
円
が
あ
り
ま
す
。
続
い

て
多
い
の
が
土
木
費
の
十
四
億
二
千
二

百
四
万
円
で
前
年
度
と
比
べ
る
と
三
・

六
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
主
な
使
い

道
は
土
地
区
画
整
理
費
五
億
五
千
九
百

八
十
二
万
円
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

一
般
会
計
の
歳
出
を
性
質
別
に
分
け

た
も
の
が
４
ペ
ー
ジ
の
図
１
で
す
。

公
共
施
設
の
建
設
や
道
路
整
備
な
ど
、

わ
た
し
た
ち
の
快
適
な
暮
ら
し
実
現
の

た
め
に
使
わ
れ
た
投
資
的
経
費
の
割
合

は
一
七
・
五
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
前

年
度
と
比
べ
る
と
、
三
・
九
ン
ト
ポ
イ

減
少
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
堆
肥ひ

セ
ン

タ
ー
建
設
工
事
の
完
了
や
道
路
橋
り
ょ

う
費
の
減
額
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

消
費
的
経
費
は
五
五
・
八
％
で
、
そ
の

う
ち
人
件
費
が
二
四
・
七
％
、
各
種
機

関
や
団
体
な
ど
へ
の
負
担
金
、
補
助
金

を
支
出
す
る
補
助
費
が
一
一
・
八
％
、

未
就
学
児
の
福
祉
や
医
療
費
（
福
祉
的

要
素
の
強
い
も
の
）
に
充
て
る
扶
助
費

は
一
〇
・
三
％
で
し
た
。
事
務
費
や
各

種
検
診
の
委
託
料
な
ど
に
充
て
る
物
件

費
が
八
・
三
％
、
公
債
費
は
一
四
・

〇
％
で
、
前
年
度
に
比
べ
三
・
〇
ン
ト
ポ
イ

減

少
し
ま
し
た
。

年
々
さ
ら
に
厳
し
さ
を
増
す
財
政
状

況
の
中
、
よ
り
一
層
の
経
常
経
費
（
人

件
費
や
物
件
費
な
ど
）
の
節
減
に
努
め

な
が
ら
、
今
日
の
複
雑
多
様
化
す
る
行

政
需
要
を
反
映
し
た
町
づ
く
り
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

民 生 費

土 木 費

総 務 費

公 債 費

教 育 費

農林水産業費

衛 生 費

商 工 費

議 会 費

主な事業の決算額（単位：万円）

重度心身障害者医療費給付費3,900 身体障害者
支援費4,560 知的障害者支援費15,692 老人
福祉費38,327（老人保護措置委託料1,585、介
護予防・地域支え合い事業委託料1,176） 児童
福祉費64,467（乳幼児妊産婦医療費給付費
2,549、民間保育所運営委託料24,124、小学校
三学年修了前特例給付金7,494）

道路新設改良費5,001（長林大浦線改良工事費
4,565） 土地区画整理費55,982（柳沢北浜線整
備工事費3,678、区画道路整備工事費14,219、
北浜関谷線整備工事費8,979、建物等移転補償費
21,022） 柳沢第１団地建設工事費24,654

行政区長報酬1,849 定期路線バス運行委託料
1,364 広報やまだ印刷製本費706 国土調査費
641 衆議院議員選挙費1,312 国勢調査費934

町債元金償還金79,011 町債利子償還金19,303

小・中学校パソコンリース料2,519 スクールバ
ス運行委託料1,274 鯨と海の科学館費1,363
海外研修旅行業務等委託料380

林業振興費980（岩手しいたけ生産施設整備事
業補助金205、森林整備地域活動交付金600）
堆肥センター出荷施設工事費5,413 大沢漁業集
落排水整備事業費3,190（集落道改修工事費
1,515、用地取得費1,198） 織笠漁業集落排水
整備事業費1,000（集落道改修工事費484、雨水排
水路工事費361）

老人保健費4,687（各種検診委託料3,988） リ
サイクル資源回収事業報償金511 浄化槽設置
整備事業補助金419 宮古地区広域行政組合
（衛生関係）負担金28,412

消 防 費
宮古地区広域行政組合（消防関係）負担金
32,158 非常勤消防費3,498 防火水槽築造工
事費（柳沢地区）384

山田の魅力発信実行委員会補助金363 観光施
設用地借上料540 旅行村管理費3,372

議員報酬5,390 議会だより発行236

特別会計は国民健康保険、老人保健、介護保険、簡
易水道事業、漁業集落排水処理事業、公共下水道事業、
土地取得事業の７会計です。
全会計の歳入総額は62億1,518万円、歳出は61億

3,940万円で、差し引き7,578万円が18年度に繰り越さ
れています。
各特別会計の主な支出

�国民健康保険　保険給付費17億371万円
�老人保健　医療給付費18億5,773万円
�介護保険　保険給付費11億6,939万円
�簡易水道事業　配水管布設替工事費1,995万円
�漁業集落排水処理事業　田の浜地区下水管渠

きょ

布設工
事費4,061万円
�公共下水道事業　公共下水道用地取得費7,737万円、
山田地区下水管渠布設工事費9,406万円
�土地取得事業　土地開発基金繰出金６万円

名 　 　 称 歳 　 出歳 　 入

国民健康保険

老人保健

介護保険

簡易水道事業

漁業集落排水処理事業

公共下水道事業

土地取得事業

24億6,337万円

19億201万円

11億9,412万円

7,148万円

1億6,968万円

3億3,868万円

6万円

25億164万円

19億204万円

12億2,808万円

7,347万円

1億7,064万円

3億3,925万円

6万円

◆特別会計の決算額

昨年10月に行われた町合併50周年記念式典　昨年10月に行われた町合併50周年記念式典　昨年10月に行われた町合併50周年記念式典　昨年10月に行われた町合併50周年記念式典　昨年10月に行われた町合併50周年記念式典　昨年10月に行われた町合併50周年記念式典　昨年10月に行われた町合併50周年記念式典　昨年10月に行われた町合併50周年記念式典　昨年10月に行われた町合併50周年記念式典　昨年10月に行われた町合併50周年記念式典　昨年10月に行われた町合併50周年記念式典　昨年10月に行われた町合併50周年記念式典　昨年10月に行われた町合併50周年記念式典　昨年10月に行われた町合併50周年記念式典　昨年10月に行われた町合併50周年記念式典　昨年10月に行われた町合併50周年記念式典　昨年10月に行われた町合併50周年記念式典　 昨年９月に完成した町営住宅柳沢団地Ｃ棟　昨年９月に完成した町営住宅柳沢団地Ｃ棟　昨年９月に完成した町営住宅柳沢団地Ｃ棟　昨年９月に完成した町営住宅柳沢団地Ｃ棟　昨年９月に完成した町営住宅柳沢団地Ｃ棟　昨年９月に完成した町営住宅柳沢団地Ｃ棟　昨年９月に完成した町営住宅柳沢団地Ｃ棟　昨年９月に完成した町営住宅柳沢団地Ｃ棟　昨年９月に完成した町営住宅柳沢団地Ｃ棟　昨年９月に完成した町営住宅柳沢団地Ｃ棟　昨年９月に完成した町営住宅柳沢団地Ｃ棟　昨年９月に完成した町営住宅柳沢団地Ｃ棟　昨年９月に完成した町営住宅柳沢団地Ｃ棟　昨年９月に完成した町営住宅柳沢団地Ｃ棟　昨年９月に完成した町営住宅柳沢団地Ｃ棟　昨年９月に完成した町営住宅柳沢団地Ｃ棟　昨年９月に完成した町営住宅柳沢団地Ｃ棟　

特別会計の決算状況

投
資
的
経
費
が
3.9

減
に

ポ
イ
ン
ト



【６】

七
十
歳
以
上
の
人
の
自
己
負
担
限

度
額
も
、
表
２
の
と
お
り
改
定
さ
れ

ま
す
。
低
所
得
Ⅰ
・
Ⅱ
や
一
般
の
外

医
療
機
関
に
支
払
っ
た
自
己
負
担
額

が
高
額
に
な
っ
た
場
合
、
申
請
を
し

て
認
め
ら
れ
る
と
自
己
負
担
限
度
額

を
超
え
た
分
は
高
額
療
養
費
と
し
て

支
給
さ
れ
ま
す
。

今
回
の
改
正
で
、
こ
の
医
療
機
関

に
支
払
っ
た
窓
口
負
担
の
一
カ
月
の

限
度
額
（
自
己
負
担
限
度
額
）
が
一

部
変
わ
り
ま
す
。
七
十
歳
未
満
で
は
、

表
１
の
と
お
り
町
民
税
非
課
税
世
帯

は
据
え
置
き
と
な
り
ま
し
た
が
、
上

位
所
得
者
と
一
般
の
限
度
額
が
引
き

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
過
去
一
年
以
内
に
同
じ
世

帯
で
四
回
以
上
高
額
療
養
費
の
支
給

を
受
け
た
と
き
の
限
度
額
も
改
定
に

な
り
、
上
位
所
得
者
が
八
万
三
千
四

百
円
、
一
般
が
四
万
四
千
四
百
円
に

そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

同
じ
人
が
同
じ
月
内
に
、
同
一
の

十
月
か
ら
、
出
産
育
児
一
時
金
の

支
給
額
が
三
十
五
万
円
に
引
き
上
げ

ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
国
民
健
康
保

険
の
被
保
険
者
が
出
産
（
妊
娠
四
カ

月
を
超
え
る
死
産
や
流
産
を
含
む
）

し
た
と
き
に
は
、
出
産
育
児
一
時
金

と
し
て
生
ま
れ
た
子
供
一
人
に
つ
き

三
十
万
円
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
今
回
の
改
正
で
三
十
五
万
円
に

変
わ
り
ま
す
。

国
の
医
療
保
険
制
度
の
改
正
に
よ
り
、
十
月
か
ら
国
民
健
康
保
険
や

老
人
保
健
で
病
院
に
か
か
る
と
き
の
患
者
負
担
割
合
、
高
額
療
養
費
の

負
担
限
度
額
な
ど
が
変
わ
り
ま
す
。
高
齢
化
が
進
む
中
、
毎
年
増
加
の

一
途
を
た
ど
る
わ
た
し
た
ち
の
医
療
費
。
今
回
の
改
正
は
、
将
来
に
わ

た
っ
て
医
療
保
険
財
政
の
安
定
化
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
が
目
的
で

す
。
今
号
で
は
、
制
度
の
主
な
改
正
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

出
産
育
児
一
時
金
35
万
円
に
増

自
己
負
担
限
度
額
引
き
上
げ
に

上　　　位
所　得　者

一　　　般

町　民　税
非課税世帯

139,800円＋（466,000円を
超えた医療費の１％）

〔77,700円〕

72,300円＋（241,000円を
超えた医療費の１％）

〔40,200円〕

35,400円（24,600円）

150,000円＋（500,000円を
超えた医療費の１％）

〔83,400円〕

80,100円＋（267,000円を
超えた医療費の１％）

〔44,400円〕

据え置き

※〔 〕内は４回目以降の自己限度負担額です。

◆表� 70歳未満の自己負担限度額（月額）

上　　　位
所　得　者

一　　　般

町　民　税
非課税世帯

出
産
一
時
金
の
支
給

35
万
円
に
引
き
上
げ

高
額
療
養
費
の
自
己

負
担
限
度
額
が
増
に

70
歳
以
上
の
現
役
並
み

所
得
者
は
自
己
負
担
増

10月から出産育児一時金の支給額が35万円
に変わります（写真は10カ月児健診の様子）
10月から出産育児一時金の支給額が35万円
に変わります（写真は10カ月児健診の様子）
10月から出産育児一時金の支給額が35万円
に変わります（写真は10カ月児健診の様子）
10月から出産育児一時金の支給額が35万円
に変わります（写真は10カ月児健診の様子）
10月から出産育児一時金の支給額が35万円
に変わります（写真は10カ月児健診の様子）
10月から出産育児一時金の支給額が35万円
に変わります（写真は10カ月児健診の様子）
10月から出産育児一時金の支給額が35万円
に変わります（写真は10カ月児健診の様子）
10月から出産育児一時金の支給額が35万円
に変わります（写真は10カ月児健診の様子）
10月から出産育児一時金の支給額が35万円
に変わります（写真は10カ月児健診の様子）
10月から出産育児一時金の支給額が35万円
に変わります（写真は10カ月児健診の様子）
10月から出産育児一時金の支給額が35万円
に変わります（写真は10カ月児健診の様子）
10月から出産育児一時金の支給額が35万円
に変わります（写真は10カ月児健診の様子）
10月から出産育児一時金の支給額が35万円
に変わります（写真は10カ月児健診の様子）
10月から出産育児一時金の支給額が35万円
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●９月30日まで ●10月１日から

【７】

来
分
は
据
え
置
き
と
な
り

ま
し
た
が
、
現
役
並
み
所

得
者
や
一
般
の
入
院
を
含

め
た
世
帯
合
算
の
自
己
負

担
限
度
額
が
引
き
上
げ
ら

れ
ま
す
。

◆
自
己
負
担
割
合
も
増
に

七
十
歳
以
上
ま
た
は
老

人
保
健
で
医
療
を
受
け
る

人
の
う
ち
、
現
役
並
み
所

得
者
は
、
自
己
負
担
の
割

合
が
こ
れ
ま
で
の
二
割
か

ら
、
三
割
に
引
き
上
げ
ら

れ
ま
す
。
な
お
、
一
般
の

方
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
七
十
歳
以
上
の

人
が
療
養
病
床
に
入
院
す
る
際
に
は
、

こ
れ
ま
で
食
材
費
相
当
の
二
万
四
千

円
を
負
担
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回

の
改
正
に
よ
り
食
費
四
万
二
千
円
、

居
住
費
一
万
円
を
負
担
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
町
民

税
非
課
税
世
帯
や
老
齢
福
祉
年
金
受

給
者
な
ど
、
所
得
が
低
い
方
は
負
担

額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

医
療
費
の
一
部
を
支
払
う
こ
と
で

誰
も
が
安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
医
療
。

こ
れ
は
す
べ
て
の
人
が
医
療
保
険
に

入
る
と
い
う
「
国
民
皆
保
険
制
度
」

が
あ
る
か
ら
で
す
。

現
在
、
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
医
療

費
が
増
加
し
、
医
療
保
険
の
財
政
が

厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
ま
ま
医
療
費
が
増
え
続
け
れ
ば
、

い
ず
れ
は
国
民
皆
保
険
制
度
が
成
り

立
た
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
少

し
で
も
医
療
費
を
節
約
す
る
た
め
、

治
療
よ
り
病
気
に
な
ら
な
い
よ
う
一

人
一
人
が
予
防
を
心
掛
け
、
健
康
に

気
を
配
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

医
療
保
険
制
度
に
つ
い
て
詳
し
く

は
役
場
住
民
生
活
課
国
民
健
康
保
険

担
当
（
�
８
２
│
３
１
１
１
内
線
１

２
４
）
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

今年も「秘境船越半島巡り」が開催されます。大型観
光船で山田の絶景ポイントを巡る２時間の船旅。山田の
情緒あふれる自然美を堪能しませんか。皆さまお誘い合
わせの上、どうぞご参加ください。
�日時　10月15日（日） 午前９時～正午
※雨天決行とします。ただし、荒天により船の運航がで
きない場合は申し込みの代表者へ連絡します。運航中
止の最終決定は当日の午前７時とします。
�航路　午前９時半出港→オランダ島→明神崎→赤平金
剛→大釜崎→午前11時半帰港
�集合場所　山田漁港観光船乗り場
�集合時間　午前９時（時間厳守）
�参加費用　中学生以上1,000円　小学生以下500円
（乗船料、１ドリンク付き、小学生以下は保護者同伴
のこと）
※４歳以下は無料です（ドリンクは付きません）。
�定員　200人
�申込方法　10月11日午後３時までに、電話かファクス、
Ｅメールでお申し込みください。
※大型観光船での運航となりますが、多少の揺れが予想
されますので、酔い止めの薬などご準備ください。

山田の魅力発信実行委員会で
は、「食」にこだわり、山田の
名物となる料理の開発を目指し
ます。つきましては、山田で手
に入る海の幸、山の幸などの食
材を使った料理のアイデアを募
集しますので、どしどしご応募
ください。
なお、今回のテーマは「一品

料理」とし、応募いただいたア
イデア料理から何点かを選び試食会を開催する予定です。
�応募方法　役場１階町民ホール、山田町商工会に備え
付けの記入用紙に必要事項を記入し、申し込んでくだ
さい（できれば写真か絵を添えてください）。
�応募期限　10月31日

◆申込先・問い合わせ　山田の魅力発信実行委
員会（山田町商工会内�82－2515 ファクス
82－0677 Ｅメール isyamada@rnac.ne.jp）へ。

◆表� 70歳以上の自己負担限度額（月額）
●９月30日まで

区　　分

一　　般

現役並み
所 得 者

低所得Ⅱ

低所得Ⅰ

外　　来
（個人ごと）

12,000円

40,200円

08,000円

08,000円

40,200円

72,300円＋（361,500円
を超えた医療費の１％）

〔40,200円〕

24,600円

15,000円

区　　分

一　　般

現役並み
所 得 者

低所得Ⅱ

低所得Ⅰ

外　　来
（個人ごと）

据え置き

44,400円

据え置き

据え置き

外来＋入院
（世帯単位）

44,400円

80,100円＋（267,000円
を超えた医療費の１％）

〔44,400円〕

●10月１日から

※〔 〕内は４回目以降の自己限度負担額です。

治
療
よ
り
予
防
心
掛
け

医
療
費
を
節
約
し
よ
う

外来＋入院
（世帯単位）
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こんの とうこちゃん
（織笠保育園・５歳）

去
る
日
、
中
国
の
研
修
生
が
帰
国

す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
送
別
会

が
あ
る
と
、
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
の
誘

い
が
あ
っ
て
出
席
し
た
。
小
さ
な
女

山
田
よ
い
と
こ
好
き
な
町（
六
）

【９】 【８】

ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

の
が
一
つ
だ
け
あ
っ
た
。
戦
争
に
巻

き
込
ま
れ
流
浪
の
旅
に
悲
し
む
ク
ー

ニ
ャ
ン
の
歌
だ
。

一
、
家
は
焼
か
れ
て

コ
ー
リ
ヤ
ン
枯
れ
て

父
は
戦
に
狩
り
だ
さ
れ

ま
ま
よ
私
は
さ
す
ら
い
暮
ら
し

胡
弓
な
ら
し
て
胡
弓
な
ら
し
て

旅
を
行
く

二
、
知
ら
ぬ
他
国
の
小
夜
町
は
ず
れ

ゆ
れ
る
灯
影
が
身
に
沁
み
て

明
日
の
旅
路
の
憂
い
が
つ
の
る

胡
弓
な
ら
し
て
胡
弓
な
ら
し
て

一
人
旅

三
、
耳
の
飾
環
夜
風
に
冷
え
て

せ
め
て
仮
寝
の
夢
に
見
る

む
か
し
恋
し
い

ニ
ャ
ン
ニ
ャ
ン
祭
り

あ
あ
ー
何
日
の
日
に
何
日
の

日
幸
は
巡
る
や
ら

と
、
歌
っ
て
み
た
。
中
国
の
女
性
が

三
人
、
通
訳
を
交
え
て
聞
い
て
く
れ

た
が
、
果
た
し
て
ど
う
感
じ
た
ろ
う

か
？
で
は
、
ま
た
次
回
に
よ
ろ
し
く
。

ペ
ン
ネ
ー
ム
・
山
田
北
州

（
山
田
・
85
歳
）

ん
感
じ
よ
く
優
し
い
方
ば
か
り
。
山

田
は
大
好
き
な
よ
い
と
こ
で
す
」
と

言
っ
て
く
れ
た
。
う
れ
し
く
な
っ
て

「
私
も
山
田
よ
い
と
こ
好
き
な
町
で

す
。
も
し
今
度
生
ま
れ
て
く
る
と
し

た
ら
、
僕
は
ま
た
山
田
が
い
い
。
こ

こ
に
山
田
が
あ
る
限
り
」
と
言
っ
た
。

思
え
ば
中
国
と
日
本
。
歴
史
上
長

い
長
い
お
付
き
合
い
だ
が
、
日
中
戦

争
で
は
お
互
い
不
幸
で
し
た
。
こ
う

し
て
会
っ
て
み
れ
ば
彼
女
た
ち
の
心

情
を
忖そ

ん

度た
く

せ
ざ
る
を
得
な
い
。
戦
争

中
の
日
本
の
歌
は
軍
歌
ば
か
り
に

な
っ
た
が
、
私
た
ち
当
時
の
若
者
が

歌
っ
て
た
中
に
、
よ
く
も
こ
ん
な
歌

が
は
や
っ
た
も
ん
だ
と
今
で
も
思
う

61
年
目
の
終
戦
記
念
日
に
思
う

八
月
十
五
日
、
正
午
の
サ
イ
レ
ン

に
姪
と
黙
と
う
│
│
。
戦
中
、
隣
の

「
は
た
ご
屋
」に
予
科
練
た
ち
が
宿
泊

し
て「
松
根
油
」工
場
で
働
い
て
い
た
。

夕
方
に
な
る
と
、
二
階
の
手
す
り
に

も
た
れ
、
思
い
に
ふ
け
っ
て
い
る
よ

初
秋
の
候
、
皆
さ
ま
に
は
お
元
気

で
お
過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

私
は
上
京
し
て
五
十
四
年
、
在
京
の

同
郷
の
会
に
ご
縁
が
あ
っ
た
の
は
、

主
人
が
会
社
か
ら
出
席
し
た
会
合
の

席
で
初
代
会
長
の
萬
さ
ん
と
初
対
面

し
た
の
が
き
っ
か
け
で
、
昭
和
六
十

一
年
当
時
の
福
士
町
長
さ
ん
よ
り

「
二
年
間
ふ
る
里
山
田
活
性
化
推
進

協
力
員
を
委
嘱
す
る
。
た
だ
し
無
報

酬
と
す
る
」
と
書
か
れ
た
辞
令
書
を

頂
き
ま
し
た
。
主
人
の
許
し
も
あ
り

今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

子
供
の
入
学
と
と
も
に
新
宿
区
の

家
庭
学
級
、
婦
人
学
級
、
新
生
大
学
、

生
涯
学
習
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は

お
役
所
と
の
関
わ
り
あ
る
こ
れ
ら
の

こ
と
は
、
総
務
、
研
修
、
広
報
す
べ

て
が
ル
ー
ズ
に
で
き
な
い
こ
と
も
あ

り
、
二
十
八
年
間
私
に
と
っ
て
は
と

て
も
よ
い
体
験
だ
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
そ
の
年
代
々
で
た
く
さ
ん
の
お

友
達
に
恵
ま
れ
、
私
が
自
慢
で
き
る

こ
と
は
郷
里
の
品
は
誰
も
が
「
一
味

違
う
」
と
喜
ん
で
く
れ
る
こ
と
。
ま

た
郷
里
へ
い
ら
し
た
方
は
「
取
り
た

て
の
海
の
幸
は
最
高
で
し
た
よ
」
と

感
謝
し
て
く
れ
る
こ
と
で
す
。
こ
ん

な
に
う
れ
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

江
東
区
に
い
る
姪め

い

も
木
場
で
の
ふ
る

里
ま
つ
り
は
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま

す
。
山
田
の
海
岸
で
、
海
に
落
ち
た

い
っ
て
も
、
四
十
代
、

五
十
代
は
南
か
ら
北
か

ら
他
県
の
学
習
団
体
と

の
交
流
も
あ
り
、
家
を

空
け
る
こ
と
も
随
分
あ

り
ま
し
た
。
研
修
旅
行

は
楽
し
み
だ
け
で
な
く
、

ふる里山田同郷の会幹事
東京都新宿区

菊 池 敏
とし

子
こ

さん（72歳）
〔中央町出身・旧姓菊地〕

う
だ
っ
た
。
み
国
の
た
め
と
、
お
若

人
（
兄
）
た
ち
は
、
内
地
、
外
地
を

戦
場
に
、
義
務
を
果
た
し
戦
死
し
た
。

父
母
た
ち
は
戦
争
を
恨
み
、
悲
し

ん
だ
こ
と
を
子
供
な
が
ら
体
験
し
、

人
情
も
植
え
付
け
ら
れ
た
。
ま
た
、

一
国
の
主
が
靖
国
神
社
に
参
拝
し
、

哀
悼
の
姿
に
心
癒
や
さ
れ
、
あ
り
が

た
く
思
っ
た
。
言
論
の
自
由
と
は
い

え
、
近
隣
諸
国
な
ら
と
も
か
く
、
早

朝
か
ら
テ
レ
ビ
放
映
、
首
相
の
靖
国

神
社
参
拝
に
机
上
で
の「
合ご

う

祀し

」
う
ん

ぬ
ん
と
、
賛
否
両
論
の
議
論
に
悲
し

か
っ
た
。
合
祀
さ
れ
た
戦
没
者
は
心

安
ら
か
に
眠
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ

う
か
。
複
雑
な
思
い
の
六
十
一
年
目

の
終
戦
記
念
日
だ
っ
た
。
合
掌
│
│
。

菊
地
サ
カ
ヱ
（
織
笠
・
71
歳
）

◇
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

十
五
夜
の
輝
く
光
瞼
裏
に

陰
る
事
な
し
老
い
て
ま
す
ま
す

菊
地
孝
進
（
船
越
・
84
歳
）

新
病
院
オ
ー
プ
ン
迫
る
背
景
に

旧
病
院
の
尽
き
な
い
名
ご
り

齋
藤
忠
雄
（
船
越
・
80
歳
）

好
々
爺

補
助
輪
つ
き
の
自
転
車
で

は
な
た
れ
小
僧
と
あ
そ
ぶ
幸
せ

大
川
ヒ
メ
子
（
大
沢
・
62
歳
）

敬
老
会
な
く
な
り
寂
し
い
俺
が
町

佐
藤
兼
男
（
荒
川
・
79
歳
）

山
裾
の
秋
色
纏
い
風
渡
る

ペ
ン
ネ
ー
ム
・
夢
子

（
田
の
浜
・
65
歳
）

の
子
を
伴
っ
た
中
国
の
ご
夫
婦
と
帰

国
す
る
若
い
女
性
二
人
が
出
席
。
山

田
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
も
お
世
話
し
て
い
る
の

か
、
寺
の
和
尚
さ
ん
も
ご
出
席
の
予

定
で
い
た
が
、
用
事
が
で
き
て
ご
欠

席
さ
れ
た
。
教
わ
り
た
い
こ
と
が

あ
っ
た
の
で
残
念
に
思
っ
た
。
男
性

の
参
加
者
は
ク
ラ
ブ
の
会
長
と
私
の

二
人
だ
け
。
女
性
の
方
々
の
に
ぎ
や

こ
と
が
き
っ
か
け
で
泳
ぎ
が
上
手
に

な
れ
た
こ
と
、
絣か

す
り

の
モ
ン
ペ
（
ズ
ボ

ン
）
を
は
い
て
お
琴
や
お
習
字
を
習

い
に
通
っ
た
こ
と
な
ど
、
懐
か
し
い

写
真
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

誰
よ
り
も
尊
敬
で
き
る
両
親
と
大

勢
の
兄
姉
に
温
か
く
見
守
ら
れ
て

育
っ
た
山
田
、
そ
し
て
今
は
私
だ
け

で
も
二
十
人
の
甥お

い

姪
に
恵
ま
れ
誇
ら

し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
結
婚

し
て
一
度
も
病
気
せ
ず
健
康
で
い
る

主
人
に
も
感
謝
し
つ
つ
、
毎
朝
富
士

山
に
今
日
一
日
の
無
事
を
祈
り
両
親

に
感
謝
し
て
、
無
理
な
く
ト
リ
ム
体

操
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、
学
習
と
元
気

に
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。
何
一
つ
と

り
え
の
な
い
私
で
す
が
、
ふ
る
里
会

で
は
参
加
し
た
皆
さ
ん
が
楽
し
く
過

ご
せ
る
よ
う
に
、
影
で
ミ
ス
の
な
い

優
し
い
心
遣
い
が
で
き
れ
ば
幸
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
郷
里
の

皆
さ
ま
も
健
康
で
楽
し
い
毎
日
を
お

過
ご
し
く
だ
さ
い
。

か
な
歌
や
踊
り
で
盛
り
上
が
り
、
中

国
の
娘
た
ち
も
楽
し
そ
う
に
は
し
ゃ

ぎ
楽
し
い
集
い
に
な
っ
た
。
彼
女
た

ち
の
日
本
語
も
発
音
が
し
っ
か
り
し

て
い
て
上
手
で
し
た
。
そ
の
う
ち
各

席
の
一
人
一
人
に
あ
い
さ
つ
に
回
っ

て
き
た
。
僕
の
所
に
も
来
て
く
れ
た

の
で
「
山
田
で
の
日
々
は
ど
う
で
し

た
」
と
尋
ね
た
ら
、
即
座
に
「
皆
さ

湊
友
希（
12

）

大
畑
憂
依（
10
）

佐
藤
孔
太（
８
）

佐
藤
将
也（
10
）

Ｓ
ｈ
ｗ
!!!（
13
）

ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー（
９
）

む
う
の
じ（
16

）

福
士
結
衣（
９
）

木
戸
脇
瑠
南（
？
）

高
田
真
光（
６
）

か
ざ
り

わか
り

ね

い

つ

ひ

さ
ち

ま
な
う
ら

ま
と

本町出身の中済寿美子さん（宮古
市・69歳）から、町に水墨画１点が寄
贈されました。この水墨画は第57回岩
手芸術祭水墨画部門で優秀賞を受賞し
た「ふるさとの祭り」という作品で、
中済さんが大杉神社神幸祭の「お塩

しお

垢
ご

離
り

」の勇壮な風景を描いたものです。
贈呈式は９月８日に役場町長室で行わ
れ、中済さんから沼崎喜一町長に水墨
画が手渡されました。
この水墨画は９月18日の大杉神社神

幸祭の際に社務所に飾られ、その後は
町中央公民館ロビーで来館者の目を楽
しませています。

中
済
さ
ん

が
町
に
水
墨
画
を
寄
贈

お
ら
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山田八幡宮と大杉神社の神幸祭が9月17日と18日に行
われ、町中が笛や太鼓の祭りばやしに包まれました。17
日は山田八幡宮のみこしが金色の光を放ちながら町を練
り歩き、日もとっぷり暮れた午後9時ごろ、みこしが境
内に帰ってくると祭りもクライマックス。みこしを担い
だ威勢のいい男衆が最後の石段を上り切ると、詰め掛け
た観衆から歓声が上がりました。18日の大杉神社のみこ
し海上渡御は、雨天のため引き船が中止となりましたが、
みこしが海中を練り歩く「お塩

しお

垢
ご

離
り

」は、担ぎ手が雨に
打たれながら陸と海を何度も往復。浜は例年以上に沸き
立ちました。ＪＲ陸中山田駅前広場に設けられた特設会
場「お祭り広場」では、みこしの渡御や町内外の郷土芸
能が披露され、大勢の家族連れでにぎわっていました。

山田八幡宮・大杉神社神幸祭

町を包む伝統の祭りばやし

9月23日、喜寿を祝う会が町中央公民館を会場に開か
れました。会場には招待者242人中107人が出席し、共に
長寿を祝い合いました。開会に先立ち、沼崎喜一町長が
「喜寿を迎えられた皆さん、おめでとうございます。ど
うか健康に留意され、長寿を全うしていただきたい」と
あいさつ。今回は食生活改善推進委員の皆さんにより、
出席者に作りたての温かいお弁当が振る舞われました。
アトラクションとして保育園の園児や婦人団体協議会な
どによる踊りが披露され、参加した皆さんは心温まる催
し物に惜しみない拍手を送っていました。

「喜寿を祝う会」に107人

心温まる催しに大きな拍手

山田魚市場に9月23日早朝、今季初めてサンマが水揚
げされました。今年3月に設立された山田魚市場外来漁
船誘致協議会（阿部金一会長）が誘致活動を始めてから
第1号の水揚げであり、秋の味覚の到来に浜は活気づき
ました。水揚げしたのは宮城県石巻市の第18鹿島丸（177
トン）で、北海道沖で獲れたサンマ約101トンを水揚げ。
船底から棒受け網で引き上げられた銀色のサンマは次々
にトラックに積み込まれ、宮城県方面に出荷されていき
ました。外来漁船は今後も入港する予定となっています。

誘致外来漁船第１号が入港

山田魚市場でサンマ初水揚げ

9月10日、八千代地区自治会（吉川義男会長・80世帯）
の創立20周年記念式典が豊間根生活改善センターで開か
れ、地区民85人が出席して節目の年を祝いました。式典
では吉川会長と来賓の沼崎喜一町長のあいさつに続き、
豊間根小5年の吉川瑠香さんが地区内に住む小学生一人
一人の書いた「子供たちが望む地区の未来」を朗読。祝宴
会では踊りや空手演舞が披露され、参加した皆さんは食
材を持ち寄って作った料理を食べながらこれまでの活動
を振り返り、地域のさらなる発展を誓い合っていました。

町総合防災訓練が9月3日午前5時半から行われ、町
民の皆さんを対象とした津波避難訓練など、万が一の災
害に備えた各種訓練が繰り広げられました。北浜地区で
は8月29日に交付されたリヤカーやハンド型メガホン
を活用し「津波です。避難してください」と地域住民に
呼び掛け、町全体で2,348人が高台などへ避難しました。
避難訓練終了後は町民グランドに会場を移し、航空自衛
隊などによる林野火災防御訓練、田の浜婦人消防協力隊
による応急処置訓練などが行われました。

ク　ラ　ブ
ライオンズ 遊具3基を町に寄付

親子のふれあいに役立てて

町総合防災訓練を実施

２,３４８人が高台などへ避難

自治会
八千代 創立20周年記念式典

地域のさらなる発展誓う

今月の題字

濱 登 貴 也くん
（船越小5年）

たか や

陸中山田ライオンズクラブ（平塚六郎会長・会員23人）
では、町に太鼓橋型うんてい1基とシーソー2基を寄付
し、船越公園に設置しました。贈呈式は9月15日、船越
公園で行われ、会員ら10人が出席。佐藤葵遊具設置実行
委員長が「地域社会への奉仕活動の一環として、この遊
具を親子の交流に役立てていただきたい」とあいさつし、
平塚会長から沼崎喜一町長に目録が手渡されました。沼
崎町長は「皆さんの地域を愛する心に感謝いたします。
この公園は町内外から家族が訪れていますので、大いに
喜ばれ利用されると思います」とお礼を述べました。

【１１】



【１２】

町
で
は
、
十
月

一
日
か
ら
町
職
員

に
よ
る
「
ま
ち
づ

く
り
出
前
講
座
」

を
実
施
し
ま
す
。

同
講
座
は
、
町
で

行
う
さ
ま
ざ
ま
な

制
度
や
政
策
に
つ

い
て
町
民
の
皆
さ

ん
に
情
報
を
提
供

し
、
広
く
町
政
に
関
す
る
理
解
を
深

め
て
、
住
民
協
働
を
推
進
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

町
内
に
住
む
五
人
以
上
の
団
体
や

グ
ル
ー
プ
な
ど
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で

も
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
、
講
座
の

内
容
は
受
講
す
る
皆
さ
ん
の
ご
要
望

に
応
じ
て
、
各
担
当
課
の
職
員
が
説

明
に
お
伺
い
し
ま
す
。

同
講
座
の
開
催
を
希
望
す
る
方
は
、

開
催
を
希
望
す
る
日
の
二
週
間
前
ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
講
座
は
皆
さ
ん
の
個

人
的
な
相
談
や
要
望
な
ど
を
お
聞
き

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
開
催
で
き
る
時
間

平
日
…
午
前
十
時
〜
午
後
九
時

土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
…
午
前

十
時
〜
午
後
四
時

※
開
催
時
間
は
講
座
一
回
に

つ
き
、
お
お
む
ね
二
時
間

以
内
と
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
開
催
場
所
　
町
内
の
公
共

施
設
や
事
業
所
の
会
議
室
、

学
校
な
ど
（
個
人
の
お
宅

で
は
行
い
ま
せ
ん
）

※
会
場
の
確
保
や
開
催
告
知
な
ど
、

講
座
を
行
う
た
め
の
準
備
は
主
催

者
側
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
方
法
　
役
場
総
務
課
、
住
民

生
活
課
、
役
場
各
支
所
に
備
え
付

け
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
提
出

▽
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
　
役
場
総

務
課
住
民
協
働
推
進
室
（
�
８
２

―
３
１
１
１
内
線
４
４
０
）
へ
。

で
、
任
期
中
に
数
回
開
催
さ
れ
る
委
員

会
に
出
席
す
る
こ
と
が
主
な
業
務
の
内

容
と
な
り
ま
す
。

▽
募
集
人
数
　
２
人

▽
応
募
資
格
　
四
月
一
日
現
在
の
年
齢

が
二
十
歳
以
上
で
、
自
治
会
活
動
や

住
民
協
働
に
興
味
が
あ
る
町
民

▽
応
募
方
法
　
役
場
総
務
課
、
住
民
生

活
課
、
役
場
各
支
所
に
備
え
付
け
の

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
に
よ
り
提
出

▽
応
募
期
限
　
十
月
十
八
日

▽
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
　
役
場
総
務

課
住
民
協
働
推
進
室
（
〒
０
２
８
│

１
３
９
２
山
田
町
八
幡
町
３
│
２
０

�
８
２
│
３
１
１
１
内
線
４
４
０

フ
ァ
ク
ス
８
２
│
４
９
８
９
）
へ
。

町
で
は
、「
住
民
協

働
推
進
計
画
策
定
委
員

会
」
の
設
立
に
際
し
、

委
員
の
一
部
を
一
般
公

募
し
ま
す
。
同
委
員
会

は
住
民
と
行
政
の
協
働

を
推
進
す
る
計
画
を
策

定
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
委
員
は
一
般
公
募

者
の
ほ
か
、
有
識
者
や

自
治
会
な
ど
の
代
表
者

ら
十
五
人
で
構
成
さ
れ

ま
す
。
任
期
は
委
嘱
さ

れ
た
日
か
ら
、
来
年
三

月
に
町
長
に
検
討
結
果

を
報
告
し
た
と
き
ま
で

町職員がさまざまな制度などについてご説明し
ます（昨年８月に行われた高齢者大学の様子）

担　当　課 テ ー マ の 例

総 務 課
町の行政組織、防災、行政改革、情報
公開、個人情報保護、住民協働、統計
など

企 画 財 政 課 町の財政、町の発展計画、町有財産、
国土調査など

税 務 会 計 課 町税（町民税、固定資産税、国保税）
など

産 業 振 興 課 農林業の現状、森林の役割、特用林産物、
漁業の現状、商工観光業の現状など

住 民 生 活 課
国民健康保険制度、年金、ごみの分別
とリサイクル、環境問題、地域安全
（防犯、暴力追放）など

保 健 福 祉 課
健康づくり、健康相談、高齢者福祉、
障害者福祉、子育て相談、介護保険の
仕組みやサービスなど

地 域 整 備 課 土地区画整理事業、下水道事業、道路
整備事業など

消 防 防 災 課 救急講習会、消火器の取り扱いなど

水 道 事 業 所 水道施設の概要

議 会 事 務 局 町議会の役割と活動内容

選挙管理委員会事務局 選挙の仕組み、選挙制度など

監 査 委 員 事 務 局 監査委員の役割と活動内容

農業委員会事務局 農業委員会の役割と活動内容

教育委員会事務局
学校教育、町の史跡や歴史、日蘭交流、
各種スポーツ講座、鯨と海の科学館体
験コーナーなど

◆担当課と講座のテーマの例

町
職
員
に
よ
る
出
前
講
座
を
実
施

住民協働推進計画策定委員会を設立
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山
田
の
秋
祭
り
が
、
九
月
十

六
日
か
ら
三
日
間
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
わ
た
し
は
十
七
日
に
は

所
用
の
た
め
参
加
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
幸
い
に
も
予
報
に

反
し
て
天
候
の
大
き
な
崩
れ
も

な
く
例
年
の
よ
う
に
盛
会
だ
っ

た
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
十
八
日

は
朝
か
ら
雨
が
降
り
続
き
、
大

杉
神
社
の
曳ひ

き
船
は
急
き
ょ
中

止
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、

み
こ
し
が
海
に
入
る
北
浜
の
海

岸
に
は
多
く
の
観
客
が
詰
め
掛

け
、
根
強
い
人
気
ぶ
り
を
示
し

て
い
ま
し
た
▼
お
祭
り
広
場
に

は
、
さ
す
が
に
例
年
よ
り
も
お

客
さ
ま
が
少
な
く
残
念
で
し
た

が
、
悪
天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず

舞
台
で
次
々
に
演
じ
ら
れ
る
舞

い
な
ど
を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

特
に
夕
刻
に
は
時
々
激
し
い
雨

と
な
り
ま
し
た
が
、
出
演
者
も

観
客
も
一
体
と
な
っ
て
祭
り
を

楽
し
む
様
子
は
感
動
的
で
も
あ

り
ま
し
た
▼
広
場
で
は
「
ふ
る

里
山
田
同
郷
の
会
」
の
役
員
の

方
々
と
も
お
会
い
し
ま
し
た
が
、

お
盆
に
も
帰
ら
ず
こ
の
祭
り
を

待
っ
て
い
た
多
く
の
若
者
が
い

た
こ
と
で
し
ょ
う
。

山
田
町
長
　
沼
崎
喜
一

町
長
室
か
ら

鈴
木
善
幸
元
内
閣
総
理
大
臣
を

顕
彰
す
る
会
（
会
長
・
沼
崎
喜
一

町
長
）
で
は
、
第
一
回
記
念
行
事

「
海
よ
光
れ
」
を
開
催
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
同
会
が
事
業
の
一
環

と
し
て
行
う
も
の
で
、
大
沢
小
学

校
の
全
校
表
現
劇
「
海
よ
光
れ
」

の
公
演
の
ほ
か
、
故
鈴
木
善
幸
さ

ん
を
偲
ぶ
ビ
デ
オ
上
映
な
ど
が
行

わ
れ
ま
す
。

必
要
と
な
り
ま
す
。
整
理
券
は
、
十

月
十
日
か
ら
町
中
央
公
民
館
、
役
場

各
支
所
で
配
布
し
ま
す
。
皆
さ
ん
ど

う
ぞ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▽
期
日
　
十
一
月
三
日
（
祝
）

▽
時
間
と
内
容
　
午
前
十
時
半
…

「
海
よ
光
れ
」
第
一
回
公
演
　
午
後

一
時
…
記
念
行
事
、
善
幸
さ
ん
を

偲
ぶ
ビ
デ
オ
上
映
な
ど
　
午
後
二

時
…
「
海
よ
光
れ
」
第
二
回
公
演

▽
場
所
　
町
中
央
公
民
館

▽
問
い
合
わ
せ
　
鈴
木
善
幸
元
内
閣

総
理
大
臣
を
顕
彰
す
る
会
事
務
局

（
町
中
央
公
民
館
内
�
８
２
│
３

１
１
１
内
線
６
２
１
）
へ
ど
う
ぞ
。

第28回県少年空手道選手
権大会で、福士尚斗くん
（大沢・６歳）と越田遥哉
くん（轟木小１年）の２人
が準優勝する頑張りをみせ
てくれました。
大会は９月３日に県営武

道館で行われ、県内から
小・中学生450人が参加。小
学１年男子の個人型の部に
出場した福士くんは、まだ
山田幼稚園に通う幼稚園児。

一回りも体格の違う１年生の中で負けじと頑張り、準優勝に
輝きました。福士くんは「２位になってうれしい。空手の中
でも型が面白くて好き」と喜びを語ります。また、小学１年
男子個人組手の部に出場した越田くんも「決勝の人が強かっ
たけど、準優勝できてうれしいです。これからも大好きな組
手を頑張りたい」と意欲をみせています。
空手を習い始めて１年半と、まだまだのび盛りの２人。ち

びっこ空手家２人のこれからの活躍に期待ができそうです。

鈴
木
善
幸
元
内
閣
総
理
大
臣
を
顕
彰
す
る
会

鈴
木
善
幸
元
内
閣
総
理
大
臣
を
顕
彰
す
る
会

鈴
木
善
幸
元
内
閣
総
理
大
臣
を
顕
彰
す
る
会

鈴
木
善
幸
元
内
閣
総
理
大
臣
を
顕
彰
す
る
会

鈴
木
善
幸
元
内
閣
総
理
大
臣
を
顕
彰
す
る
会

鈴
木
善
幸
元
内
閣
総
理
大
臣
を
顕
彰
す
る
会

鈴
木
善
幸
元
内
閣
総
理
大
臣
を
顕
彰
す
る
会

鈴
木
善
幸
元
内
閣
総
理
大
臣
を
顕
彰
す
る
会

鈴
木
善
幸
元
内
閣
総
理
大
臣
を
顕
彰
す
る
会

鈴
木
善
幸
元
内
閣
総
理
大
臣
を
顕
彰
す
る
会

鈴
木
善
幸
元
内
閣
総
理
大
臣
を
顕
彰
す
る
会

鈴
木
善
幸
元
内
閣
総
理
大
臣
を
顕
彰
す
る
会

鈴
木
善
幸
元
内
閣
総
理
大
臣
を
顕
彰
す
る
会

鈴
木
善
幸
元
内
閣
総
理
大
臣
を
顕
彰
す
る
会

鈴
木
善
幸
元
内
閣
総
理
大
臣
を
顕
彰
す
る
会

鈴
木
善
幸
元
内
閣
総
理
大
臣
を
顕
彰
す
る
会

鈴
木
善
幸
元
内
閣
総
理
大
臣
を
顕
彰
す
る
会

賞状とメダルを手に準優勝を喜ぶ越
田遥哉くん（左）と福士尚斗くん
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40歳以上の競技者を対象とした総合スポーツ大会である、
日本スポーツマスターズ2006の軟式野球競技に豊間根クラブ
ＯＢ（佐々木良一監督・部員30人）が初出場を飾りました。
大会は９月15日から広島県広島市などを会場に行われ、全国
から予選を勝ち抜いてきた16チームが参加。豊間根クラブＯ
Ｂは、八代クラブ（熊本県）と対戦。接戦を繰り広げながら
惜しくも４対５で敗れましたが、東北代表として堂々とした
プレーを随所に見せていました。

各種スポーツで
本町選手の活躍光る
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荒川農業構造改善センター
豊間根生活改善センター
大 沢 漁 協 集 荷 場
織 笠 漁 協 集 荷 場
保 健 セ ン タ ー
大 浦 漁 村 セ ン タ ー
船 越 漁 村 セ ン タ ー
船 越 公 民 館
保 健 セ ン タ ー

午前10時～10時20分
午前10時40分～11時
午前11時半～11時50分
午後 1 時半～ 1 時50分
午後 2 時20分～ 3 時半
午前 9 時10分～ 9 時半
午前10時～10時20分
午前10時40分～11時
午前11時半～正午

期　日

10月17日
（火）

10月18日
（水）

会　　　　場 時　　　　間

【１４】

55歳以上を対象に
家族介護教室開催

山田町シルバー人材センター
では、55歳以上を対象に家族介
護教室を開催します。参加を希
望する方はお申し込みください。

───第�回───
�日時　10月19日（木）

午前９時～正午
�場所　町中央コミュニティセ
ンター
�内容　介護保険および成年後
見制度について
�講師　沼�弘明さん（山田町
保健福祉課上席副主幹）
───第�回───

�日時　10月30日（月）
午前９時～正午

�場所　山田消防署
�内容　心肺蘇生法やＡＥＤ
（自動体外式除細動器）使用
方法について
�講師　山田消防署救命救急担
当者
�定員　20人

───第�回───
�日時　11月８日（水）

午前９時半～正午
�場所　町中央コミュニティセ
ンター
�内容　口腔清潔について
�講師　堀内美紀子さん（アイ
リスケアーセンター宮古介護
福祉士）
◆対象　55歳以上の町民
◆受講料　無料
◆申込期間　10月２日～６日
◆申込先・問い合わせ　山田町
シルバー人材センター（�
82－3381）へどうぞ。

サケの引き網体験
親子で参加しよう

鯨と海の科学館では、「海の
体験教室」を開催します。
�日時　10月21日（土）

午後１時～４時半
�場所　織笠川鮭人工ふ化場
�内容　鮭人工ふ化場の見学と
サケの引き網体験
�対象　町内小中学生とその保
護者の計40人（小学３年生以
下は保護者同伴とします）
�持参する物　筆記用具、長靴、
軍手（濡れても構わない服装
でお越しください）
�申込期限　10月18日
�申込先・問い合わせ　鯨と海
の科学館（�84－3985）へ。

鯨と海の科学館
開館時間を延長

10月１日から鯨と海の科学館
の開館時間が30分延長されまし
た。また、10月は山田町民の入
館無料月間です。
�開館時間　午前９時～午後５
時（入館は午後４時半まで）
�問い合わせ　鯨と海の科学館
（�84－3985）へどうぞ。

岩手県最低賃金
10月１日に改定

岩手県最低賃金が10月１日に
改定されました。
�岩手県最低賃金　時間額610円
�発効日　平成18年10月１日
�問い合わせ　宮古労働基準監
督署（�62－6455）へどうぞ。
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町では、65歳以上の人で10月以降にインフルエンザの
予防接種を希望する方を対象に、予防接種料金の一部を
助成します。希望する方は直接、接種医療機関にお申し
込みください。
�対象 平成18年10月１日現在の年齢が65歳以上の人
で、インフルエンザの予防接種を希望する人
�接種医療機関 井上医院、近藤医院、後藤医院、熊谷
医院、うらべ内科クリニック、県立山田病院
�助成額 一人1,500円を上限に助成（助成手続きは接
種医療機関で行います）
�自己負担額 各接種医療機関…1,500円

県立山田病院……2,420円
※直接、接種医療機関の窓口でお支払いください。
�接種医療機関に持参する物 老人健康手帳または健康
手帳
�申込期限 各接種医療機関の12月の最終営業日まで
※町外の施設などで接種を希望する場合は、役場保健福
祉課にご相談ください。

結核２次検診が下表の日程で行われます。65歳以上で、
今年各地区で行われた検診を受けなかった方は必ず受け
ましょう。なお、通知書が届いた方で、病院などで受診
した方や検診日に不在の方は、通知書の「受診しない」
欄の該当する理由に、○を付けて検診会場か役場保健福
祉課まで届けてください。
�対象 65歳以上で結核検診（８月と９月に実施）と肺
がん検診、人間ドックを受けていない人

●結核２次検診の日程

■問い合わせ　役場保健福祉課健康管理担当
�82－3111内線161

鈴木正
まさ

通
みち

さん

10月１日付で町
職員の人事異動

◆企画財政課 �課長補佐・企
画チームリーダー（住民生活課
課長補佐・国保医療給付チーム
リーダー）阿部利行�課長補
佐・財政チームリーダー（同課課
長補佐・企画チームリーダー）
宇澤正二�主任（教育委員会事
務局同）小林大司◆税務会計課
�収納対策主幹兼課長補佐・収
納チームリーダー（企画財政課課
長補佐・財政チームリーダー）
柏谷明久�課長補佐・会計チー
ムリーダー（住民生活課課長補
佐・生活安全チームリーダー）
佐藤善悦�主任（総務課同）小
原裕毅◆産業振興課 �主任
（住民生活課同）後藤清悦�主
任（保健福祉課同）橋端敏明
◆住民生活課 �課長補佐・国
保医療給付チームリーダー（保
健福祉課課長補佐・保健チーム
リーダー）佐藤正彦�課長補
佐・生活安全チームリーダー
（税務会計課課長補佐・会計
チームリーダー）菊地清文�主
査（産業振興課同）倉本收郎
◆保健福祉課 �課長補佐・保
健チームリーダー（税務会計課課
長補佐・収納チームリーダー）
佐藤吉正�主任（税務会計課同）
斉藤洋一�主事（企画財政課同）
後藤茂典◆地域整備課 �上席
副主幹（産業振興課副主幹）関
晃◆教育委員会事務局 �主査
（保健福祉課同）昆公夫
◆消防防災課 �主事・湊貴之

ご存じでしょうか
検察審査会の制度

交通事故、詐欺、おどしなど
の犯罪の被害に遭い、警察や検
察庁に訴えたが、検察官がその
事件を起訴してくれない。この
ような不満をお持ちの方は検察
審査会にご相談ください。相談
や申し立てについての費用は無
料で、秘密は固く守られます。
�問い合わせ　宮古検察審査会
事務局（�62－2925）へ。

【１５】

新山田病院売店の
パート職員を募集

山田町特産品販売協同組合
「道の駅やまだ」では、11月１
日に開院する県立山田病院内の
売店で働くパート職員を募集し
ます。
�募集職種　パート職員
�募集人数　３人
�応募資格　高卒以上の町民
�勤務形態　１日４～５時間勤
務（午前７時から午後７時ま
での交代制）
�賃金　時給650円
�応募書類　履歴書（写真添付）
�応募期限　10月10日
�応募先・問い合わせ　山田町
特産品販売協同組合「道の駅
やまだ」（〒028－1371山田町
船越６－141 �89－7025）へ。

後期のジュニア
陸上教室を開講

本年度後期の山田ジュニア陸
上教室が開講されます。参加希
望の方は、直接会場へお越しく
ださい。
�開催日　10月14日（土）、21日
（土）
※11月以降の日程はお便りなど
でお知らせします。
�時間　午前９時半～11時
�場所　町民グランド陸上競技
場（雨天時は山田南小学校体
育館）
�対象　町内の小学生
�持参する物　タオル、飲み物
（雨天時は室内用シューズ）
※本年度初めて参加する人は、
保険料500円が必要です。
�問い合わせ　山田ジュニア陸
上教室事務局（山田南小学校
内・吉田誠毅�82－9581）へ。

29日に町民芸術祭
民謡と踊りの集い

町民芸術祭の舞台部門「民謡
と踊りの集い」が開催されます。
�日時　10月29日（日）

午後１時～
�場所　町中央公民館
�入場料　500円
�入場券販売開始日　10月６日
�入場券取扱所　町中央公民
館、役場各支所
�問い合わせ　町教育委員会事
務局文化担当（内線624）へ。

パッチワーク教室
船越公民館で開催

�期日　10月11日、13日、16日
（全３回）
�時間　午後１時～３時
�場所　船越公民館
�内容　初心者を対象にした
パッチワーク（ポーチ作り）
�参加料　1,500円（材料代）
�定員　10人程度
�申込期限　10月６日
�申込先・問い合わせ　船越公
民館（�84－3232）へどうぞ。

フリーマーケット
宮古で開催します

宮古地区広域行政組合では、
フリーマーケットを開催します。
どうぞご来場ください。
なお、出店を希望する方は、

電話でお申し込みください。
�日時　10月15日（日）

午前９時～正午
�場所　みやこ広域リサイクル
センター（宮古市小山田）
�申込先・問い合わせ　みやこ
広域リサイクルセンター（�
63－7753）へどうぞ。

��月の町長面談日
�日時　10月13日（金）

午前10時～正午
�場所　役場４階特別応接室
※面談希望の人は役場総務課
内線413へご連絡ください。

��月の行政相談日
�日時　10月19日（木）

午前10時～正午
�場所　町中央コミセン
※行政について納得できない
ことなどご相談ください。

ケ ピ ン ボ ケ ピ ン ボ 

◆先日、久々に草刈りをしました。
暑かったので半袖で作業したため、
見事に草まけしてしまいました。
腕や足がかぶれ、こんな状態に
なったのは小学生以来です。教訓
「草刈りは暑くても長袖で」。
◆みこしの海上渡御を船上から取
材しました。雨の中、強気の姿勢
で取材に臨む新聞記者の皆さんと
は対照的に、あまりの雨の激しさ
に取材もつい�弱腰�に…。3カ月
前のぎっくり腰の影響かな。 幸

和

�県立山田病院が柳沢地区に移
転開院するのはいつ？
�11月１日
�12月１日
�１月１日

�平成17年度一般会計の歳出総
額はいくら？
�96億9,936万円
�69億9,936万円
�66億9,936万円

�９月23日、山田魚市場に約
101㌧水揚げされたのは何？
�サケ　�マス　�サンマ

�今号の「１歳になりました」
に登場している赤ちゃん17人
のうち、女の子は何人？
�２人　�３人　�４人

【応募方法】 はがきに①クイ
ズの答え②住所③氏名④年齢を
明記の上、応募ください。
【応募先】 〒028－1392（住所
記載不要）山田町役場広報クイ
ズ係
【締め切り】 10月20日（当日消
印有効）
☆前回の正解は①－Ｂ、②－Ａ、
③－Ｃ、④－Ｂでした。応募者
数20通で19人が正解、抽選の結
果次の10人が当せんしました。
山田＝湊友希（12）、佐藤直紀（14）
北浜町＝上林茂（？） 長崎＝木
戸脇瑠南（？）、佐藤孔太（８）
船越＝大畑憂依（10）、黒沼吉雄
（？） 田の浜＝田畑葵唯（９）
大沢＝鈴木保美（？） 豊間根＝
佐藤桃（12） 〈敬称略〉



広報
10
月
１
日
号

N
o
.8
7
6

発
行
／
岩
手
県
山
田
町
　
〒
０
２
８
│
１
３
９
２
岩
手
県
下
閉
伊
郡
山
田
町
八
幡
町
３
│
20

�
０
１
９
３
│
８
２
│
３
１
１
１
　
編
集
／
総
務
課

�広報やまだ�は環境に優しい古紙100％の再生紙と大豆油インキ（植物油）を使用しています。 【１６】

稲 川 柊
とう

真
ま

（織笠・光寿・男）
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※敬称略・（ ）内は地区名、保護者、
性別です。

君 澤 陸
りく

冬
と

（八幡町・剛・男）

佐々木�
れん

矢
や

（豊間根・博達・男）

今井來
く

玲
れ

芭
は

（飯岡・大策・女）

佐 藤 　 翼
つばさ

（船越・義則・男）
大久保輝

こう

星
せい

（長崎・一孝・男）

８月届け出分（敬称略）
〔出生〕（ ）は保護者名と性別
�山田 沼�心

み

洸
ひろ

（俊介・男）、林保妃
ひ

莉
まり

（暁人・女）、佐々木愛
あい

世
せい

（紀幸・男）、堀合
一
かず

真
ま

（徳康・男）、舘本祥
しょう

太
た

（勝・男）
�田の浜 貫洞彩

い

心
しん

（圭太・男）
�大浦 佐々木瑞

たま

恵
え

（榮光・女）
�織笠 篠澤千

ち

乃
の

（貴博・女）
�大沢 石崎瑚

こ

々
こ

夏
な

（政幸・女）、千代川滉
こう

生
せい

（清照・男）、大川涼
りょう

介
すけ

（修一・男）

〔死亡〕（ ）は年齢
�山田 O藤トク（101）、佐藤知子（71）、
�川忠一（79）、篠澤堅一郎（80）、柴田コノ
（97）、武H善三（74）
�船越 攝待光保（58）、O々木清五郎（91）、
O々木長太郎（79）
�大浦 川端チヨ（73）、O々木トミ（80）、
山�安司（70）、阿部正]（87）
�織笠 佐々木キエ（83）、稲川キヨ（87）
�豊間根 阿部キヨヘ（86）、
�荒川 O藤ヤナ（86）、芳賀ハツ（80） 齋 藤 聖

せい

弥
や

（荒川・一哉・男）
佐藤優

ゆ

端
ず

輝
き

（豊間根・雅樹・男）

平 石 雄
ゆう

大
だい

（飯岡・守・男）

山 根 颯
そう

龍
た

（大浦・嘉春・男）

福 士 真
ま

由
ゆ

（大沢・昌邦・女）

芳 賀 礼
れい

佳
か

（石峠・拓也・女）

武 藤 　 楽
らく

（長崎・一仁・男）

町民のうごき
（ 8 月 1 日～31日）

�出生……11人 �転入……43人

�死亡……23人　　�転出……37人

�人口…20,533人（今月減 6人）

男…9,874人 女…10,659人

�世帯数………………7,258世帯

山 � 志
し

音
おん

（織笠・武彦・男）

北 林 永
と

遠
わ

（船越・大輔・男）

佐々木　悠
ゆう

（大浦・貴光・男）
金 澤 太

たい

智
ち

（船越・光展・男）

例年、これからの時期は、キノコ採りや行
楽の場として野山に出掛ける機会が多くなり
ます。一方、クマは冬眠に向けて餌を大量に
摂取するため広範囲に移動する時期であり、
人身および農畜産物などの被害が心配されま
す。山に入るときは鈴やラジオなど音の出る物を携帯するなど
十分注意してください。また、クマを人里に寄せ付けないため、
生ごみや廃棄農作物は適切に処理しましょう。
◆問い合わせ 役場住民生活課環境衛生担当（�82－3111内
線127）へどうぞ。まちで出会ったかわいい笑顔




